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一 般 質 問 通 告 書 
 

    第４回定例会において、次の件について質問したいので、会議規則第６１条 

   第２項の規定により通告します。 

質問事項 質   問   の   要   旨 質問の相手

新
た
に
生
じ
た
土
地
問
題
に
つ
い
て 

 地方自治法（第９条の５）には、市町村の区域内に新たに土

地を生じた時は、市町村長は、当該市町村の議会の議決を経て

その旨を確認し、都道府県知事に届け出なければならないと定

められています。 

 現在、私が居住している吉野地区及び松浦地区には、海浜を

埋め立てし、国道２２８号線に併合されて以来、国有地でもな

い、町有地でもない（函館財務局にて確認済）土地が存在して

いるが、町としての対応は、どのようになっているかお伺いし

ます。 

町 長 

                                                                                  
注)１ 質問の要旨は、簡潔明瞭に記載すること。なお、記載外については、質問できません。 

  ２ 質問の相手は、町長、行政委員会の長又は監査委員とする。 



                                                                  
質 問 事 項 質   問   の   要   旨 質問の相手

平
成
19
年
度
高
齢
者
見
守
り
事
業
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て 

去る１１月１４日開催された町内会長及び福祉委員の会議

において、町長は趣旨説明という形であいさつされています。 
案件として、 

（１） 町内における高齢者向けの各種施策等について 
（２） 高齢者の支援に対する全国的な取組事例について 
（３） 高齢者見守り事業等の推進について 
説明され、その後、質疑、意見等、会議の結果報告がきてお

ります。 
私は、平成６年第２回定例会で「高齢者のネットワーク作り

の考えは」と一般質問をしています。 
当時、人口わずか４,８５６人の天塩町の町内会連合会福祉部

が、天塩に住んで良かった、みんなが助け合いの過疎地ならで

はの快適な生き方を模索していきたいとの思いから町内会ご

とに「地域を守る高齢者名簿」の作成が決められているという

内容を話しました。 
町そのものは、民生委員、その外ヘルパー等で実態を把握し

ているが、肝心の住民が、隣のおじいちゃん、おばあちゃんの

健康状態や入退院の動向を知らないのでは、どんな立派な老人

福祉計画も役に立たない、との考えからだそうです。 
プライバシーの問題もない訳ではないが、当町で「地域を守

る高齢者名簿」作りの考えがあるかお伺いします。 

町 長 

 

                  


